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加盟団体報告

(今井國雄会長 )

△東li鉄鋼販売業連合会(齋藤芳良「会長)

7月 15日 (火 )旭川市で第 21回交流会を開催 した

今井会長 と齋藤会長は、価格上昇の一方で需要が減少 し

事業環境は厳 しさを増すと警戒 していた。全鉄連の林会

長は「旭川は初めて訪れた」と前置 きじ「九州、大阪、

名古屋、東京など各地で建設関連の倒産が多発。与信問

題は我々にとって最重要課題である。 ミルシー トの管理

はコス トが掛かることではあるが、厳格に対処すべきで

あると認識 している」と挨拶を述べていた。この交流会

に 10年連続参加 している全鉄連前会長の大川宏之氏は

「鉄鋼のステージが変わ り、我々はそのなかで商売をし

ていかなけれならない。経営は一層 きび しくなるが、何

をすべきか考える時であると、受け取 っている。よい社

員のいるよい会社に していってはしい」と激励の言葉を

述べていた。その後、市場動向などについて現状を報告

し、意見を交換 した。また、 ミルシー ト管理については
「専従者を置いて管理 し、切板の トレーサ ビリティーを

確保 している」「ミルシー ト発行の履歴管理をまだ行っ

ていないので、社内許可制に してデーターを記録 してお

く。倉出 しから販売 したものをどう管理するかが問題だ

Jな どの現況説明がなされていた。

神鋼鋼板加工が初優勝
△東京鉄鋼販売業連合会(西村達大会長)

7月 13日 (日 )浦安鉄鋼団地内「清水球場」で全国
シヤリングエ業組合との合同による第 3回親睦野球大会

(東鉄連としては 24回目)の準決勝、決勝が行われた

この野球大会、 19年秋より実施されていたが天候不順

と清水球場改修により、この日まで順延されていた。準

決勝は村山鋼材対神鋼鋼板加工、野村鋼機対ヤマナカの

対戦となり、結果はつぎのとおり。

村 山 1 0 0 0 0 0 1

神鋼 0 l 2 0 l 0 × 4

里予本寸 0 2 l 0 0 010 3

ヤマナカ 0 0 0 1 0 0 0 0 0

決勝戦の野村鋼機対神鋼鋼板加工は、 1回裏無死 2、

3塁のチャンスにタイムリー ヒッ トで神鋼が 2点先取。

4回 までノーヒットで抑えられていた野村は、内野安打

(平成20年 7月 1日

～ 8月 31日 )

今回で21回目
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里予本寸 0 0 0 0 2 0 2

ネ申£岡 2 0 0 0 2 0 × 4

で出て、盗塁で 2塁 まで進塁 した走者を置いてホームラ

ンが飛び出し、同点 とした。ところがその裏、神鋼は 1

死 1塁 からのツーランホームランで突き放 し、後続を絶

ち月券利 した。

なお、個人賞はつぎのとお り。

最優秀選手賞 八戸良太 (神鋼・ 2塁手 )

優秀選手賞  君塚 裕 (野村・捕手 )

敢闘選手賞  渡邊聡治 (村 山・ 3塁手 )

同    寺内一泰 (ヤマナカ・ 1塁手 )
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8月 22日 (金 )福岡市内の「ホテル・イル・パラッ

ツオJで暑気払いを兼ねた親睦会を開催。開場は市内で

も人気スポッ トとあって、若手の営業マンに交 じって、

各社の女性スタッフも多数参加 していた。いつも以上に

賑やかな親睦会 とな り、歓談の輪が広がった。席上、鳥

山理事長は「過去を思い返すと、今よりはるかに厳 しい

状況のなかで生 き残ってきている。みなさんと協調 して

共に頑張っていきたい」と挨拶 していた。

関連会議報告

△福岡鉄鋼販売業組合(鳥山昭理事長)

金失金岡 言果 撻塾ネ各びヽ

7月 24日 (木 )

会場 鉄鋼会館 804号 室

出席 松洋1・ 芳澤 (経済省)林
岸・佐藤・齋藤 (東京 )

・木下 (愛知 )西村・山

阪上 (大阪)今井 (新潟

坂幸英氏(東洋鋼鉄)本因坊クラス優勝
8月 2日 (土 )鉄鋼新聞社 との共催による第 41回東

鉄連親睦囲碁大会が中央区湊の京橋鉄友会事務所で実施

された。参加者を段級位によって本因坊、Aク ラス、B
クラスの 3つ に分け全 3局 で優勝を争 った。高段位者が

競 う本因坊 クラスでは坂幸英氏 (東洋鋼鉄)が全勝で初

優勝。Aク ラスは小林堅次郎氏 (栗山庄之助商店 )Bク
ラスは吉川豪勇氏 (芝浦 シヤ リングOB)が 共に 3戦全

勝で優勝 した。今回、紅一点の参加者、横山千里さん (

キヨシゲ)は Bク ラスに出場。 1勝 2敗 の成績だったが
「勝 ち負けに関係なく素直に囲碁を楽 しむことができま

した。日上の方 と囲碁を通 じて交流する機会は普段あま

りないので、大会に参加 して本当に良かったです。来年

もがんば りたい」と自社のプログで語っていた。「この

3局 だけでも彼女は上達 していた」とは審判長を務めた

小島高穂先生 (日 本棋院 9段 )の評であった。



●全鉄連調べによる

128,400円 前月上ヒ+
経済産業省より、工

スライ ド条項 )の運

とする資料が提出さ

常

●全鉄連会員名簿に

て事務局より報告が

なので、働 きかけを

●第 5回鉄鋼営業中

)浦安鉄鋼会館で開

より実施概要が出さ

らに検討 していくこ

3地区 12品種 18サ イズの平均市況は

2,000円 、前年同月比 +40,400円 。

事請負契約書第 25条第 5項 (単品

用マニュアル (暫定版 )について、

れ、説明があった。

任理事会
掲載する賛助広告の応募状況につい

あった。前回実績の半分程度の申込

することになった。

堅社員研修講座を 11月 21日 (金

催することになっっており、事務局

れたが、講義内容については今後さ

とになった。

●今年の 3月 から継続 されて開催されている鋼材品質証

明検討委員会の 7月 会合について報告があ り、今後 も同

委員会に参画 し、成 り行きを注視 していくこととした。

●現状、全鉄連情報をFAXで 送信 しているが、メール

で配信することもできるので、そのニーズについてアン

ケー ト調査 をすることになった。

第 402回 鉄流懇概要

荷動き停滞ヽ値上げ転嫁進まず
●東鉄連からの概況報告 (山岸・佐藤 )

△鉄筋…ディベロッパーの倒産が多発 していることから

ゼネコンにも波及することは見えているので売るに売れ

ない。仕事はないが品物は下がらない、という状況であ

ろう。

△平鋼…荷動 きは相変わらず低調。小□中心でまとまっ

た注文はない。 3～ 5月 の値上げが浸透 し、急激に価格

が上がっている。

△形鋼概況… 6月 は入庫横ばい、出庫微増、在庫微減。

感覚的には悪 くなっている。

△H形鋼… 7月 引受が相当カットされた。 5月 比 2～ 3

害1の カットなので流通にとってはキツイ。需給均衡 とい

う感覚だが、実際には歯抜けが相当ある。
△一般形鋼…メーカーが契約残を早 く消化させようとし

ている。チャンネルに歯抜けが多い。与信問題 もあって

転嫁が捗々 しくない。

△ C形鋼…売上不振で値上げに踏み込めない面がある。

△コラム…メーカー供給が極端に少ない。値上げが順調

に浸透 している。

△冷延…仲間とユーザーでは事情が異なるが、市中では

物凄い勢いでコイルが動いた。秋国のことを考えて供給

責任のあるコイルセンター、商社が買い込んだ。実需を

見越 した仮需 と言えそうだが、めず らしい動きだった。

△表面処理… 7月 からのメーカー値上げであるが、 3～
4月 にあったような仮需的な動きはない。利益を確保す

るため上げざるを得ない。また、更なる値上げの話が出
てお り、これ以上の値上げがあると商売 して行けるのか

心配になる。店売 り・紐付 きの価格差が拡大 している。
これはエンドユーザーでの価格差でもある。
△厚板耳付 き、切板母材… 7～ 9月 についてメーカーの

引受カッ トが厳 しい。契約残の多いところほどカッ トさ

れている。店売 りを一番先に上げてカットするとはどう

いうことか。 SN材は市中ではほとんど拾えなくなって
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いる。

△中板・ホットコイルー在庫は減少 している。 7月 に入

って仮需の反動が本格的に来たのか引き合いが少ない

△縞板…閑散とした状況で、更なる値上げを控えている

が、まったく仮需の動きはない。切板 も月を追って悪 く

なっている。毎月、工事 リス トをもらうが消えた物件が

あ り、先が見えない。スポット物件で工場の稼働を確保

したいが、思 うようにいかない。

△厚板定尺…メーカーは価格 を上げて量を絞る、という

ことで強気である。ユーザーでは大型物件に絡んで莫大

な量が動いているが、特約店は係われない。地方はもっ

と悲惨である。地場特約店には在庫意欲がない。価格上

昇中だが、荷動きは活発でない。

△鋼管概況… 4月 の値上げはわ りとスムーズに転嫁でき

たが、 7月 からのメーカー値上げには苦慮 している。高

炉白ガス管やシームレスは転嫁が容易であったが、それ

以外は通っていない。店売 りに関 しては玉を出して来な

いので下期どうなるか心配である。

△高炉品…メーカーから買わな くても在庫があるためか

タイ ト感がない。 2次店や地方店では上がれば上がった

で、その時の対応 ということで害1り 切 っている。自動車

関連は 9月 以降増産 となる。建材は厳 しい状況が待って

いる。メーカーは引受カッ トを継続 し、自カス管は全然

うけて くれない。関西方面の半導体工場建設は大幅に遅

れている。ただ、物凄い量なので、近々、ガス管はタイ

トになるかもしれない。一方、末端は動きがなく、与信

不安におののいている。価格は上がったが引っ掛か りと

背中合わせの状態である。

市場に不安要因
●OSAか らの概況報告 (阪上 )

6月 販売は全体で前月比 4%増 、前年比 4%減少であ

った。品種別では薄板、鋼管が前月比増加 している。棒

鋼は年初から悪 く、 7月 になっても前年比マイナスが続

いている。鋼管は前年並みの販売を維持 している。ただ

シームレス、機械用鋼管は前年比プラスだが、構造用鋼

管はマイナスで、 2極化 している。H形鋼、一般形鋼の

在庫は増加 している。市況であるが、コイル関連商品の

転嫁はスムーズであるが、条鋼では滞っている。店売 り

と組付きの価格差が更に拡大 している。また、薄板紐付
き材の還流品が散見 される。建設向け需要が悪化 してい

る。海外マーケットでは半製品、一部品種の動向に変化

が見られる。輸出に回されていたものが、国内に回され

ると需給が乱れる。

建設不況本番
●愛鉄連からの概況報告 (木下 )

7月 に入ってから板関連の中板、酸洗の荷動 きが悪 く

なっている。それら余乗1と なった品物は、なかなか表に

はでないのだが、財務体質が強 く販売力のある流通には

まっていく。当地区においては 5、 6、 7月 とトヨタの

設備増改築があったが、 8月 以降は中止 となっている。

東西でディベロッパーの倒産があ り、北陸の地場有カゼ

ネコンの破綻 と相次 ぎ、これからが建設不況本番である

と思 う。与信管理が営業の一番の仕事になっている。

こち落の後一則％

諄
拝
帆
　
　
，り

，み
ノ
　

か

■
趙

＞

月

七
り

井

―

落
俗

今

１

ハ
リ

′、

の

面
女

上
回
年

中
而

報

昨

ユ
訳

況

は

静
廷

概

要

の

需

，り
連

か

関

潟

築

新

建

●



みが続 き、現在 もその基調を持ち越 している。このよう

な状況だと中小に仕事が回らない。関東ではマ ンション

需要が落ち込み、その影響も出ている。ファブ、ゼネコ

ンの与信をどう見ていくのか。先行き難 しい局面である

今後、固定費を賄 っていくだけでも苦労 しそうだ。

世界的な金融不安の影響を懸念
●林会長 (総括 )

鉄鋼需給は均衡 を維持 していると思 うが、与信不安長

期化の懸念が出始めている。全国的にゼネコンや鉄骨加

工業者の倒産が相次いでいる。これは実際に商売に携わ

る者にとっては不良債権をつかまされることを意味 して

お り、大変深刻な事態 となっている。サブプライム問題

で景気が悪化 している米国で政府系住宅金融会社 2社に

経営問題が生 じ、支援が必要 との財務長官記者会見が行

われた。この動きをみると平成 9年頃にあった日本の金

融不安 と同 じようなことが起 こっている。その影響 もあ

ってか日本でも金融機関がゼネコンに厳 しい対応をとる

ようになっている。新興国、資源国の需要拡大 もあって

鉄鋼需要は堅調であると考えられるが、世界的な金融不

安から経済活動そのものが揺 らいできたと実感 している

こうした状況下、メーカーにおいては国内の需給、鋼材

価格に関 して世界のマーケッ トを注視 して慎重な対応を

していただきたい。
*こ の後、商社・ メーカーから発言があった。なお、発

言内容については別紙資料 3-1、 3-2を 参照。

未だに残る改正建築基準法の影響
●経済産業省 (松漱1課長補佐 )

店売 りは全体的に低迷、停滞ムー ドー色であ り、さら

に悪 くなるような印象を受けた。 6月 末に公表された国

交省の建築着工統計を見ても一進一退、マイナス傾向が

依然 として続いている。昨年 6月 からの改正建築基準法

施行による影響が未だに根強 く残っている。さらには鋼

材価格の高騰が建築需要に悪影響を及ぼ している。大手

ゼネコンでは柱を鉄骨造から鉄筋コンクリー ト造に変え

るといった工法を見直す動きもある。建築、特に中小物

件については引き続 き、慎重な見方をしていくべきだ。

こうした需要不振などによる流通の売上減少で、資金繰

りに苦慮する場面 も想定される。東京商エ リサーチによ

ると 6月 の全国の倒産件数は1,324件 (前年同月比 H.7
%増 )。 6月 としては平成 15年同月の1,381件以来、

5年ぶ りの1,300件超えで、そのうち建設業の倒産は6

月389件、5月 407件 と前年に比べ高い水準にあ り、改

正建築基準法関連倒産が 17件 と 5月 の 7件から増えて

いるのが目につ く。建築向け需要は一部の大型プロジェ

クトを除いて不振であ り、特に中小物件では陰 りが見 ら

れる。流通においては鋼材価格高騰に起因する資金需要

の増大などが、経営を圧迫することになると危惧 される

そ して、今まで以上に与信管理の厳格化が望まれている

こうした状況下、鉄鋼課ではセーフティネット保証の対

象業種 として、既に追加指定のなされている鉄鋼関係 3

業種 (鉄鋼卸売業、建設用金属製
『

I製造業 [鉄骨製造業

に限る]、 鉄鋼シャースリッ ト業 )に ついて、 6月 30
日までの指定期間を 3ヶ 月間延長 し、 9月 30日 までに

指定期間の延長を行った。関係団体には既にご連絡 し、

ご周知頂いているところもあるが、こうした厳 しい状況

のなか、必要に応 じて、本制度を適切にご活用頂 きたい

と考えている。
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●小野会長

マ クロの経済指標は悪い材料ばか り出ている。一方で

鉄鋼需要は旺盛な状態が続いている。 4～ 6月 期の粗鋼

生産は過去最高記録 を更新するなど、アンバランスな状

況にあると実感 している。 6月 の日本の貿易統計は 4年
7カ 月ぶ りにマイナスとな り、好調を持続 してきた製造

業だが減速が懸念 されるデーターが散見されるようにな

った。全鉄連各地区からの声にもある通 り、肌で感 じる

市場の状況は決 してよくない。全鉄連流動調査をみても

この 4～ 6月 販売量が 83万 トンと記録的に悪 くなって

いる。品種別の出回 り状況でも製造業向け好調 と言われ

た薄板系を中心に悪 くなっている。確言はできないが、

潮目が変わってかもしれないとの認識で物事を考え、先

々に対処 していく必要があるだろう。ただ し、先々につ

いては悪い話ばか りではない。ある研究所のデーターに

よると、世界のGDPが 平均2.5%以上伸びると鉄の需

要は増加基調を維持するといわれている。現在の伸び率

は年末年初で4.7～ 5.1%、 足元でも3.9～4.1%と 若

千悪化傾向ではあるものの、また、短期的な調整はある

かもしれないが、鉄の需要は今度 も伸びていくと思われ

る。

会員企業消息 (平成20年 7月 1日 ～ 8月 31日 )

〔所在地・代表者変更など)

OKSサ ミットスチール腑 (東鉄連・本所)～新代表者

に北山武史氏が就任 した。

○大野鋼管爛 (OSA)～ 所在地を大阪市西成区津守 3

-6-15に 移転。電話番号 06-6661-7774
FAX06-6661-7840に 変更。

○西岡金属欄 (OSA)～ 所在地 を大阪市西区立売堀 6

-7-51に 移転、電話番号 06-6660-2210
FAX06-6110-2377に 変更。

○和信産業い (東鉄連・鋼板)～所在地 を千葉市花見川

区千種町 41に移転、電話番号 043-259-551
1、 FAX043-259-5490に 変更。

会員入退会 (平成20年 7月 1日 ～ 8月 3i日 )

づ≧ ][ジヽ
*該当事項なし

髪≧ 〕〔週ユ

○東亜グラウトエ業llAl(東鉄連・江戸川 )

(了 )
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